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万
葉
書
簡
の
風
格
と
文
芸
性

服

部

嘉

香

一

 
日
本
最
占
の
書
簡
と
し
て
は
、
雄
略
天
皇
が
宋
の
順
帝
へ
送
ら
れ
た
国
書

 
（
西
暦
四
七
八
）
が
あ
り
、
次
い
で
推
古
天
皇
が
隔
の
蜴
帝
に
遣
わ
さ
れ
た
二
通
の

国
書
（
六
宅
∴
ハ
O
八
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
国
際
公
文
書
で
あ

っ
て
、
私
用
で
は
な
い
。
書
簡
と
い
え
ば
、
社
交
も
し
く
は
達
用
の
た
め
に
往

返
す
る
個
人
の
私
信
を
意
味
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
問
題
外

と
し
て
お
く
。
こ
の
外
、
最
古
の
私
信
を
探
し
て
み
る
と
い
正
倉
院
文
書
の
中

に
あ
る
二
通
の
万
菓
仮
名
で
書
か
れ
た
国
文
書
簡
が
あ
る
が
、
年
代
は
、
 
『
万

葉
集
」
の
最
終
作
品
と
期
を
同
じ
う
す
る
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
で
あ
っ
て

最
吉
と
は
い
い
難
く
、
こ
の
形
式
の
も
の
は
こ
の
二
例
を
伝
存
す
る
の
み
で
あ

っ
て
、
先
行
も
後
続
も
な
い
の
で
、
歴
史
的
意
義
は
完
全
で
は
な
い
。
や
は
り

最
古
の
日
本
書
簡
と
し
て
は
、
風
格
も
あ
り
、
文
芸
性
も
あ
る
豪
勢
な
一
群
の

万
葉
書
簡
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
万
葉
書
簡
と
い
う
の
は
、
歌
の
序
詞
と
し
た
尺

履
体
の
書
簡
文
十
六
篇
と
、
数
篇
の
詩
書
簡
・
歌
書
簡
を
い
う
の
で
あ
る
が
、

巻
第
五
に
八
篇
、
巻
第
・
十
七
に
六
篇
、
巻
雲
十
八
に
同
じ
く
六
篇
、
合
計
二
十

篇
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
外
、
相
聞
歌
・
贈
答
歌
・
雑
歌
な
ど
で
消
息
・
書
簡

に
外
な
ら
ん
も
の
が
珍
し
く
あ
る
が
、
一
々
を
挙
げ
る
煩
を
省
く
と
し
て
、
こ

め
二
十
篇
は
、
用
途
か
ら
い
え
ば
か
な
り
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
し
、
書
簡

現
象
と
し
て
は
多
く
ω
発
生
的
串
実
を
含
ん
で
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
従
来
、

書
簡
だ
け
を
対
象
と
し
た
研
究
・
鑑
賞
の
例
を
見
な
い
の
で
、
万
葉
書
簡
と
呼

ぶ
そ
の
本
体
．
範
囲
も
明
き
ら
か
に
ふ
、
㌧
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
仮
に
内
容

に
応
じ
た
名
称
を
与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
訴
号
を
附
け
、
 
一
覧
書
と
し
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
（
一
）
弔
問
礼
状
-
大
伴
旅
 
人
よ
り
某
へ
。
糞
日
子
…
「
事
故
電
一
畳
」
云
々
。

 
 
 
 
歌
「
世
の
中
は
」
（
亮
三
。
万
葉
作
晶
の
数
字
は
『
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
）

 
，
（
二
）
弔
問
状
一
山
上
憶
良
よ
り
旅
人
へ
。
書
簡
「
蓋
聞
。
四
生
起
滅
」

 
 
 
 
云
々
。
漢
詩
。
長
歌
（
七
九
四
）
。
反
歌
五
首
（
七
登
一
九
）

 
（
三
）
来
書
礼
状
-
旅
人
よ
り
京
人
某
へ
。
京
人
望
よ
り
旅
人
へ
。
書
簡

 
 
 
 
「
伏
辱
来
書
」
云
々
。
歌
、
旅
人
二
首
（
八
〇
六
ー
ゼ
）
、
京
人
二
首
．
（

 
 
 
八
O
八
一
九
）

 
（
四
）
贈
倭
琴
状
一
旅
人
よ
り
藤
原
房
前
へ
。
書
簡
「
此
霊
夢
化
娘
子

 
 
 
日
。
」
云
々
。
歌
、
琴
の
化
身
一
首
（
益
O
）
、
旅
人
（
八
二
）

 
（
五
）
倭
琴
礼
状
一
房
前
よ
り
旅
人
へ
。
書
簡
「
脆
承
羽
音
」
云
々
。
歌

 
 
 
 
「
言
問
は
ぬ
」
 
（
八
三
）

 
（
六
）
松
浦
重
信
i
旅
人
よ
り
吉
田
連
宜
へ
。
書
簡
「
今
次
暫
往
松
浦
之

 
 
 
県
」
云
々
。
歌
、
旅
人
・
娘
子
（
八
藝
丁
零
三
）

 
（
七
）
歌
信
礼
状
一
宜
よ
り
旅
人
へ
。
書
簡
「
宜
啓
」
云
々
。
歌
（
八
六
四
・
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／

（1）

万
葉
書
簡
の
風
格
と
文
芸
性



 
 
八
六
五
）
 
 
 
 
 
 
'
．

（
八
）
遣
懐
状
 
 
憶
良
よ
り
旅
人
へ
。
書
簡
「
憶
追
考
憧
頓
首
」
云
々
。

 
 
歌
（
八
六
八
-
八
ゼ
O
）

（
九
）
柱
疾
状
 
 
大
伴
家
持
よ
り
大
伴
池
主
へ
。
書
簡
「
書
誤
無
声
」
云

 
 
々
。
歌
（
三
空
ハ
五
・
三
韓
六
）

（一

Z
）
藤
錦
状
 
 
宗
主
よ
軌
家
持
へ
。
書
簡
「
忽
辱
芳
音
」
云
々
。
歌

 
 
 
 
（
三
九
奮
・
三
九
六
八
）

（一

黶j

R
柿
状
 
 
家
持
よ
り
斎
主
へ
。
書
簡
「
含
弘
之
道
」
云
々
。
長

 
 
 
歌
（
三
九
究
）
、
歌
（
三
思
9
1
三
九
三
）

（一

�
j
暮
春
状
1
一
池
主
よ
り
家
持
へ
。
律
簡
「
上
巳
名
辰
」
云
．
々
。
漢

 
 
 
詩
。

（一

O
）
山
柿
返
状
 
 
池
主
よ
り
卿
外
回
…
へ
。
一
毛
簡
一
「
咋
日
野
短
歌
」
云

 
 
 
々
。
長
歌
（
三
九
ゼ
三
）
、
歌
（
三
九
茜
・
三
九
七
五
）

（一

l
）
累
信
謝
状
 
 
家
持
よ
り
池
主
へ
。
書
簡
「
咋
暮
来
使
」
云
々
。

 
 
 
P
乱
、
¢
r
。
歌
（
三
美
三
九
七
七
）

ハ一

ﾜ
）
巽
北
恋
空
空
一
…
池
主
よ
り
家
持
へ
。
書
簡
「
以
今
月
十
四
日
」

 
 
 
云
々
。
歌
（
四
〇
七
三
一
四
〇
薯
）

（
一
六
）
歌
害
簡
返
状
ー
ー
書
簡
な
し
。
脱
落
か
。
歌
（
四
〇
七
六
-
四
〇
莞
）

（、一

ｵ
）
遠
惰
歌
-
1
-
坂
上
郎
侯
よ
り
家
持
へ
。
書
簡
な
し
。
歌
（
四
〇
八
O
・

 
 
 
四
〇
八
一
）

（一

ｪ
）
．
遠
宿
返
歌
ー
ー
家
持
よ
り
坂
上
郎
女
へ
．
、
書
簡
な
し
。
歌
（
四
〇
八
二
．

 
 
 
-
一
四
〇
八
四
）

（一

縺
j
飢
劇
袋
戯
書
箇
 
 
池
主
よ
り
家
持
へ
。
書
簡
「
忽
辱
恩
賜
」
云

 
 
 
々
P
歌
（
四
三
八
i
四
ゴ
三
）

 
 
（
二
〇
）
弓
袋
戯
書
簡
第
二
信
 

，
三
主
よ
り
家
持
へ
。
書
簡
「
依
迎
駅
い
使

 
 
 
 
 
事
」
云
々
。
歌
（
四
三
ご
・
四
三
三
）

 
 
以
上
、
万
葉
書
簡
と
認
め
得
ら
れ
る
も
の
を
、
執
筆
者
の
面
か
ら
数
え
る

 
と
、
発
信
者
と
な
っ
た
者
、
大
伴
旅
人
4
、
山
上
勝
着
2
、
奈
良
人
（
京
人
）

 
 
 
 
 
ふ
さ
さ
き
 
 
き
の
た
の
よ
ろ
し

・
某
1
、
藤
原
房
前
1
、
吉
田
宜
1
、
大
伴
家
持
5
、
大
伴
池
心
6
、
坂
上
郎

 
女
1
、
の
富
者
、
受
信
者
は
、
旅
人
5
、
某
1
、
奈
良
人
1
、
房
前
1
、

 
宜
1
、
家
持
7
、
池
主
4
、
坂
上
郎
女
1
、
の
八
人
で
、
発
受
の
回
数
は
二
十

 
一
回
と
な
り
、
二
十
篇
を
一
つ
超
過
す
る
が
、
第
三
の
来
書
礼
状
の
発
信
者
に

 
未
詳
の
点
が
あ
る
が
た
め
の
重
複
で
、
計
算
の
誤
で
は
な
い
。
以
上
、
万
葉
書

 
簡
の
全
部
に
つ
い
て
、
用
途
・
内
容
・
文
体
・
用
語
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

 
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
一
と
わ
た
り
内
容
を
説
明
し
、
そ
の
二
・
三
に
つ

 
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
お
と
も
の
い
ら
っ
め

 
 
錯
一
例
「
曝
問
礼
状
」
は
、
旅
人
が
太
宰
帥
在
任
中
に
妻
大
伴
郎
女
の
死

 
に
遭
い
、
弔
問
を
受
け
た
時
の
礼
状
で
あ
る
。
受
信
者
は
誰
と
も
不
明
で
あ
る
'

が
、
文
中
擢
依
擁
 
呂
、
入
助
∵
、
し
身
璽
。
、
二
金
嵩
だ
》
身
か
ブ
Q
。

 
 
第
二
例
「
弔
問
状
」
は
、
吋
じ
不
幸
に
つ
い
て
、
筑
前
守
だ
っ
た
山
上
憶

 
良
か
ら
旅
入
へ
送
っ
た
弔
慰
状
で
、
か
な
り
長
友
の
書
簡
体
の
序
と
、
漢
詩

 
一
首
、
長
歌
一
首
、
短
歌
五
首
を
以
て
し
た
鄭
 
璽
な
も
の
で
、
詩
友
で
は
あ
る

 
が
、
旅
入
は
太
宰
の
帥
、
億
衰
は
筑
前
の
国
守
、
官
位
大
い
に
劣
っ
で
い
る
た

 
め
に
、
礼
差
を
正
し
う
し
た
の
で
あ
る
。

 
 
第
三
例
「
来
書
礼
状
」
は
、
旅
人
か
ら
の
来
信
に
対
す
る
京
人
（
奈
艮
の

 
人
）
某
の
礼
状
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
三
野
、
歌
対
歌
の
発
受
者
に

（2）



つ
い
て
末
解
決
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

 
第
四
例
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
全
文
を
挙
げ
て
み
る
．
 
ハ
歌
以

外
は
漢
交
。
訓
読
は
窪
田
空
穂
氏
の
『
万
葉
集
評
釈
』
に
従
っ
て
お
く
。
）

 
 
 
 
（
四
）
贈
倭
琴
状
（
大
伴
族
人
）

 
 
 
 
 
 
 
 
大
伴
淡
等
鱗
状

 
 
き
り
 
 
や
ま
と
ご
と
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
う
し
ゃ
ま
ひ
こ
え

 
 
梧
桐
の
日
本
琴
一
面
（
対
．
馬
結
石
山
の
孫
枝
な
り
）

 
 
 
 
 
 
 
を
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
れ
 
 
 
 
と
ほ
 
 
 
 
た
か
 
 
み
ね
 
よ

 
 
此
の
琴
、
夢
に
娘
子
に
な
り
て
曰
く
、
余
、
根
を
遙
き
島
の
県
き
穂
に
託

 
 
 
 
か
ら
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
さ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
主

 
 
せ
、
誇
を
九
七
の
休
き
光
に
幸
す
。
長
く
煙
霞
を
帯
び
て
、
山
川
の
阿

 
 
 
あ
そ

 
 
に
遣
遙
び
、
遠
く
風
波
を
望
み
て
、
雁
木
の
闇
に
出
で
入
り
き
。
唯
恐
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
く
み

 
 
く
は
百
年
の
後
、
空
し
く
溝
蟹
に
朽
ち
な
む
こ
と
を
。
た
ま
た
ま
良
き
匠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ご
と
 
 
つ
く
 
 
 
 
 
あ
ら

 
 
に
遭
ひ
て
、
削
り
て
小
琴
に
為
ら
る
。
質
鹿
く
、
音
少
き
を
顧
み
ず
。
恒

 
 
 
う
ま
び
と

 
 
に
君
子
の
左
琴
と
な
ら
む
こ
と
を
希
ふ
と
。
即
ち
歌
ひ
て
曳
く
、

 
 
 
如
何
に
あ
ら
む
日
の
時
に
か
も
声
知
ら
む
人
の
膝
の
上
吾
が
枕
か
む

 
 
 
 
 
 
ご
た
 
 
 
う
た

 
 
 
 
僕
、
報
ふ
る
詩
詠
に
曰
く
、
 
、
 
＼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
な

 
 
 
言
問
は
ぬ
木
に
は
あ
り
と
も
う
る
は
し
き
君
が
手
慣
れ
の
契
、
に
し
あ
る

 
 
 
べ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
け
た
ま
は

 
 
響
の
娘
子
答
へ
て
曰
く
、
敬
ひ
て
誤
飲
を
奉
り
ぬ
、
幸
甚
幸
甚
と
い
へ

 
 
 
 
し
ま
ら
く
 
 
・
お
ど
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ま
 
 
 
な
げ
き
 
 
も
だ

 
 
り
。
片
時
に
し
て
乏
き
て
即
ち
夢
の
言
に
感
け
、
慨
然
て
黙
止
を
る
．
こ
と

 
 
 
 
 
 
か
れ
 
お
ほ
や
け
の
つ
か
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
た
て
ま
つ

 
 
を
得
ず
。
故
、
 
公
 
使
 
に
附
け
て
、
聯
か
以
ち
て
進
御
る
の
み
。
謹

 
 
 
 
ふ
み
 
 
そ
な
は

 
 
み
て
罪
す
。
具
ら
ず
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
て
ま
つ

 
 
 
 
天
平
元
年
十
月
七
日
 
使
に
附
け
て
進
上
る
。

 
 
 
謹
み
て
通
は
す
、
申
衛
高
明
閤
下
 
謹
空
。

 
網
入
は
、
天
平
二
年
（
ゼ
三
〇
）
の
暮
に
、
任
解
け
て
帰
古
し
た
の
で
、
元

年
十
月
は
豪
だ
大
宰
帥
と
し
て
在
府
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
の
神
亀
五
年

 
万
葉
書
簡
の
風
格
と
文
芸
性

（
皇
八
）
亀
に
は
妻
の
坂
上
郎
女
に
死
別
し
、
都
心
ひ
し
さ
の
歌
も
少
な
く
な
い

が
、
ま
た
、
梅
を
愛
し
、
酒
を
讃
え
、
心
を
神
仙
の
境
に
遊
ば
せ
て
、
風
流
を

以
て
み
ず
か
ら
慰
め
て
も
い
た
。
中
退
府
の
大
将
藤
原
房
前
は
贈
太
政
大
臣
、

藤
原
北
家
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
旅
人
は
そ
の
人
へ
倭
琴
を
贈
ろ
う
と

し
て
、
こ
の
神
仙
讃
を
書
い
た
。
こ
の
琴
が
夢
に
少
女
ど
な
っ
て
、
．
常
に
君
子

の
座
辺
に
あ
っ
て
愛
用
さ
れ
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日
に
琴
に
精
し

い
入
の
膝
に
枕
．
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
よ
う
か
、
と
歌
に
託
し
て
少
女
．
が
い
い

ま
す
の
で
、
自
分
も
歌
で
、
物
言
わ
ぬ
木
で
も
、
今
、
差
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
相
手
の
方
は
実
に
立
派
な
お
方
で
、
そ
な
た
は
そ
の
お
方
の
手
慣
れ
の
琴
と

な
る
で
し
ょ
う
、
と
答
え
て
お
斗
、
ま
し
た
。
少
女
は
ひ
ど
く
喜
び
ま
し
た
が
、

こ
う
い
う
い
わ
れ
の
あ
る
琴
で
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
お
納
め
下
さ
い
、
-
．
i
と
い

う
の
が
大
意
で
あ
る
。

 
こ
の
書
簡
と
し
て
書
か
れ
た
部
分
に
つ
い
て
目
立
つ
と
こ
ろ
を
拾
っ
て
行
く

と
、
肝
本
書
簡
の
発
生
期
に
お
い
て
の
各
種
の
書
簡
現
象
や
社
会
の
風
習
が
解

る
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
進
物
を
粗
品
と
せ
ず
、
佳
品
と
し
て
披
露
し
て
い
る

の
は
、
当
時
の
風
習
の
然
ら
し
め
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ま
た
、
お
お
ら
か

な
、
ま
こ
ど
の
理
念
に
生
き
て
い
た
上
代
人
の
心
理
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
第

二
に
、
佳
晶
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に
い
わ
ず
、
間
接
に
匂
わ
し
て
い
る

点
も
奥
ゆ
か
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
二
つ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
、
 
一
つ

は
、
琴
が
夢
に
少
女
と
な
っ
て
物
語
を
す
る
と
い
う
神
仙
潭
を
作
為
し
て
、
間

接
に
、
し
か
し
却
っ
て
力
強
く
相
手
に
感
じ
さ
せ
て
お
り
、
一
つ
は
ハ
良
匠
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
夢
の
少
女
が
、
貴
殿
の
よ
う
な
君
子
の

膝
に
抱
か
れ
た
い
と
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
、
や
は
り
間
接

に
、
貴
殿
に
ふ
さ
わ
し
い
逸
品
で
あ
る
と
匂
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三

（ ，3 ）



に
、
書
簡
の
用
語
が
華
美
・
鮮
麗
で
、
そ
れ
を
以
て
相
手
へ
の
儀
礼
と
し
て
い

る
。
漢
文
体
を
用
い
た
の
も
、
そ
れ
が
礼
儀
正
し
い
こ
と
で
あ
り
、
．
そ
う
す
る

以
上
、
で
ぎ
る
だ
け
美
辞
・
麗
句
を
用
い
る
の
が
文
の
品
格
を
高
め
る
ゆ
え
ん

だ
と
考
．
え
た
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
和
歌
を
添
え
て
尺
陵
戸
の
固
さ
を
和
ら
げ

‘
て
い
る
こ
と
。
 
「
添
え
る
」
と
い
う
よ
り
「
を
以
て
」
で
あ
ろ
う
が
、
「
書
簡
は

贈
．
無
畜
で
、
琴
を
贈
る
と
い
う
挨
拶
は
尺
．
檀
文
の
中
に
尽
く
し
て
い
る
の
で
、

用
件
を
達
す
る
だ
け
の
こ
と
な
ら
ば
歌
は
省
い
て
も
い
い
わ
け
で
あ
る
が
、
し

か
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
万
葉
歌
人
と
し
て
の
面
目
が
あ
っ
た
。
歌

を
添
え
る
の
は
風
雅
の
道
を
以
て
和
ら
げ
る
こ
と
に
な
る
と
5
6
時
に
、
風
雅
の

道
を
以
て
す
る
と
い
う
こ
と
が
ま
た
礼
儀
正
し
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

文
芸
的
な
取
扱
と
風
格
が
こ
ご
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
五
は
、
書
札
礼
の

．
上
か
ら
い
っ
て
、
特
に
郷
重
な
取
扱
を
し
て
い
る
こ
と
。
冒
頭
に
署
名
を
「
大

 
た
び
と

伴
幾
等
愚
状
」
と
置
い
て
頭
語
 
（
起
筆
の
挨
拶
）
と
し
、
結
語
（
書
留
の
挨

拶
）
を
「
謹
み
て
状
す
、
具
ら
ず
」
と
し
て
書
ぎ
収
め
、
日
附
に
年
月
日
の
三

 
 
 
 
 
あ
て
な

項
を
書
き
、
充
名
（
宛
名
）
、
敬
称
の
外
に
謹
空
（
以
ド
余
臼
の
義
）
ま
で
を

．
入
れ
、
充
名
に
本
姓
名
を
書
か
ず
、
役
職
名
を
以
て
す
る
と
い
う
丁
寧
な
行
き

方
を
し
た
。
 
「
高
明
」
は
高
望
、
明
智
の
義
で
、
相
手
の
徳
を
讃
え
て
の
尊
称

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
び
と

 
（
窪
田
空
穂
氏
に
拠
る
。
）
。
自
称
に
は
旅
人
を
「
等
等
」
と
し
た
の
は
風
雅
の

処
置
に
外
な
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う
風
雅
の
道
と
礼
儀
正
し
↓
、
c
を
一
つ
に
し
て

い
る
の
は
、
万
葉
書
簡
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
で
、
書
簡
と
い
う
よ
り
も
文
学

と
し
て
珍
重
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
第
六
に
、
日
本
琴
を
託
し
た
便
の
こ

と
を
明
示
し
て
い
て
、
当
時
の
配
達
方
法
の
一
つ
が
明
ぎ
ミ
リ
か
に
さ
れ
て
い
る

の
は
、
．
書
簡
史
上
の
好
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
．
こ
の
前
後
、
往
信
に
は

 
か
れ
 
お
ほ
や
け
の
つ
か
ひ

 
「
故
、
 
公
 
使
 
に
附
け
て
」
と
あ
り
、
返
信
（
次
項
）
に
は
「
還
る
使
大

監
に
附
け
て
」
と
あ
る
。
公
用
を
帯
び
て
太
宰
府
か
ら
都
へ
．
行
っ
た
使
を
私
用

に
使
う
の
は
妥
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
当
時
は
、
私
用
の
定
期
便
・
．

不
定
期
便
の
よ
う
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
も
許

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
殊
に
旅
人
が
太
宰
府
の
長
官
で
あ
る
の
で
、
往
復
共

に
可
能
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
七
に
、
贈
呈
の
品
が
日
本
琴
で
あ
る

こ
と
に
時
代
相
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
日
本
琴
は
、
神
楽
や
雅

 
 
 
 
あ
づ
ま
ご
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
と
ご
と
 
 
 
 
わ
ご
ん

楽
に
用
い
る
東
琴
の
類
で
あ
っ
た
ろ
う
。
和
琴
と
も
、
倭
琴
な
ど
と
も
呼
ば
れ

た
。
 
『
源
氏
物
語
」
の
「
常
夏
」
の
帖
に
、
 
「
あ
づ
ま
ご
と
こ
そ
名
も
立
ち
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ら

だ
り
た
る
や
う
な
れ
ど
」
と
あ
る
の
は
、
唐
好
み
の
人
に
は
、
名
ま
で
品
下
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ま
へ

た
か
に
聞
こ
え
る
が
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
 
つ
づ
け
て
、
 
「
御
前
の

お
ん
あ
そ
 
 
 
 
 
 
 
ふ
ム
の
つ
か
さ

御
遊
び
に
も
、
ま
つ
離
心
（
女
官
）
を
召
す
は
、
人
の
国
は
知
ら
ず
、
こ
こ
は

こ
れ
を
物
の
親
と
し
た
る
に
こ
そ
あ
め
れ
。
」
と
あ
っ
て
、
わ
が
国
で
は
倭
琴

を
諸
楽
器
の
親
と
し
て
い
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
旅
人
の
日
本
琴
も
そ
れ
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
と
ご
と

あ
ろ
う
。
源
氏
は
、
な
お
倭
蓑
，
に
つ
い
て
い
う
、
 
「
和
琴
と
、
は
か
な
う
見
せ

 
き
よ
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と
く
こ

て
際
も
な
く
し
お
ぎ
、
・
た
る
こ
と
な
り
。
ひ
ろ
く
異
国
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
女
の
た

め
と
な
む
覚
ゆ
る
。
伺
じ
く
ば
、
心
と
ど
め
て
物
な
ど
に
掻
き
合
は
せ
て
習
ひ

給
へ
。
深
き
心
と
て
、
何
ば
か
り
も
あ
ら
ず
な
が
ら
、
ま
た
、
ま
こ
と
に
蝉
き

得
る
こ
と
は
難
き
に
や
あ
ら
む
。
た
だ
今
は
、
こ
の
内
の
大
臣
に
な
ず
ら
ふ
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
が
が
き

な
り
．
か
し
。
た
だ
は
か
な
き
，
同
じ
清
掻
の
音
に
よ
う
つ
の
物
の
音
こ
も
り
通
ひ

て
、
い
ふ
方
も
な
く
ひ
び
き
の
ぼ
れ
。
」
と
離
婁
に
話
し
か
け
て
い
る
が
、
平

安
男
性
と
し
て
何
で
も
心
得
て
い
る
と
し
て
の
説
法
で
も
あ
る
し
、
十
一
世
紀

早
々
、
中
国
は
宋
の
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
遣
唐
使
も
停
止
さ
れ
た
後
の
こ
と

で
、
わ
が
国
に
国
粋
主
義
的
傾
向
が
萌
し
て
来
た
当
時
の
時
代
相
を
知
る
上
か

ら
も
、
注
目
し
て
い
い
一
節
で
あ
る
。
夏
時
に
、
．
万
葉
時
代
に
も
す
で
に
国
粋

（4）



x

主
義
的
思
念
な
い
し
中
国
文
化
に
対
す
る
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
も
思
い
や

ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
旅
人
の
こ
の
書
箇
は
、
そ
う
い
ヶ
．
面
か
ら
も
注
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

 
こ
の
旅
入
の
．
百
簡
に
対
す
る
房
前
の
返
信
が
、
第
五
例
「
倭
衆
，
礼
状
」
で
あ

る
。
旅
人
の
文
芸
性
豊
か
な
神
仙
縛
に
対
し
て
、
房
前
は
汗
通
の
礼
状
と
し
て

書
い
て
い
る
が
、
返
歌
は
さ
す
が
に
急
所
を
生
か
し
て
、
衷
心
か
ら
の
感
謝
を

披
題
し
て
い
る
。
旅
人
の
は
文
主
歌
意
書
簡
、
房
前
の
は
歌
⊥
．
文
従
書
簡
で
、

そ
の
対
照
が
は
っ
弘
、
・
り
し
て
い
る
、

 
 
 
 
（
五
）
倭
琴
礼
状
（
藤
原
房
前
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
タ
 
ご
ロ
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ
い
た

 
 
旧
き
て
芳
音
を
承
る
。
嘉
腿
交
深
し
。
乃
ち
知
り
ぬ
、
龍
門
の
恩
、
復

 
 
蓬
身
の
上
に
厚
き
こ
と
を
。
恋
望
の
殊
念
、
常
心
に
百
倍
せ
り
。
謹
み
て

 
 
 
 
 
 
こ
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
よ
を

 
 
臼
雲
の
什
に
和
へ
て
、
以
ち
て
野
鄙
の
歌
を
・
澄
す
。
房
前
謹
み
て
害
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
原
漢
文
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
な
れ
 
 
み
こ
と
つ
ら

 
 
 
言
問
は
ぬ
木
に
も
あ
り
と
も
屠
が
背
子
が
手
慣
．
の
御
，
青
地
に
置
か
め
や

 
 
 
タ
〇

 
 
 
 
十
一
月
八
日
還
る
使
大
監
に
附
く
。

 
 
俳
謹
み
て
酋
晶
門
に
通
ず
 
記
室

 
急
所
と
い
う
の
は
、
 
「
手
慣
の
琴
」
で
あ
る
。
旅
入
が
房
前
の
よ
う
な
立
派

な
人
の
手
慣
れ
の
契
，
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
贈
る
と
い
っ
て
い
っ
て
来
た
の
に

対
し
、
房
前
は
、
そ
れ
を
、
貴
殿
が
手
に
慣
ら
さ
れ
た
大
切
な
琴
あ
し
頂
い
て
あ

り
が
た
い
と
い
う
風
に
生
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
附
の
下
の
書
入
れ
で
、

帰
府
す
る
使
が
大
監
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
は
、
歌
人
で
、
後
に
筑
紫

副
将
軍
、
豊
前
守
な
ど
を
歴
任
し
た
大
伴
百
代
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大

量
は
黒
黒
府
の
役
職
名
で
、
正
六
位
、
干
相
当
官
で
宮
盛
も
軽
く
、
旅
人
の
部
下

万
纈
輩
，
簡
の
圃
格
と
文
芸
性

で
あ
り
、
一
族
で
も
あ
る
の
で
、
既
述
の
理
由
の
外
に
、
旅
人
と
し
て
は
駅
み

易
か
っ
た
で
も
あ
ろ
う
。
 
「
記
室
」
は
実
記
室
の
こ
と
、
 
「
侍
史
」
、
 
「
侍

曹
」
の
意
で
、
脇
付
で
あ
る
が
、
右
手
の
ド
に
書
く
の
が
平
安
朝
末
ぐ
ら
い
ま

で
の
書
式
で
あ
っ
た
。
．

 
第
六
例
日
、
松
浦
歌
信
」
は
、
旅
入
が
職
務
の
た
め
に
九
州
全
域
を
巡
察
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
ゆ

途
す
が
ら
、
肥
前
松
浦
河
の
佳
景
に
接
し
、
折
か
ら
少
女
達
が
年
魚
を
釣
し
て

い
る
の
を
見
て
、
例
の
神
仙
趣
味
か
ら
一
場
の
伝
奇
物
語
を
作
り
上
げ
、
感
興

の
限
り
を
文
と
歌
で
吉
田
宜
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 
『
文
選
』
を
参
考
と
し

た
四
六
騒
麓
体
の
名
文
で
あ
る
。
旅
入
六
十
六
歳
、
死
の
前
年
に
当
た
る
が
、

若
々
し
さ
を
失
．
っ
て
い
な
い
。

 
第
七
例
「
歌
信
礼
状
」
は
そ
の
礼
状
．
で
あ
る
。
宜
は
僧
で
、
恵
俊
と
い
っ
て

い
た
が
、
学
籍
・
文
才
に
長
け
、
文
武
天
汁
の
四
犀
（
ゼ
0
9
 
に
勅
命
に
よ
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
の
た
の
む
ら
じ

て
還
俗
、
聖
武
天
皇
の
神
亀
元
年
（
葺
四
）
 
に
吉
田
連
の
姓
を
賜
わ
っ
た
。

こ
の
礼
状
の
序
も
餌
六
体
の
名
文
、
歌
も
勇
知
で
あ
る
。

 
第
八
例
「
遣
回
状
」
は
、
憶
良
が
旅
人
の
松
浦
河
遊
行
の
こ
と
を
伝
聞
し

て
、
羨
み
の
情
を
報
じ
た
書
簡
と
歌
で
あ
る
が
、
名
節
「
。
秀
歌
で
は
な
い
。
別

に
、
旅
人
が
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て
都
に
還
る
に
際
し
て
開
か
れ
た
歓
送
の
宴

に
憶
意
も
同
席
し
て
、
祝
賀
の
歌
七
首
を
献
じ
て
い
る
が
、
中
に
「
あ
が
主
の

御
霊
賜
ひ
て
春
さ
ら
ば
洋
楽
の
都
に
召
上
げ
給
は
ね
」
と
あ
り
、
京
官
に
お
取

立
を
願
い
た
い
と
訴
え
て
、
哀
れ
な
郷
愁
を
漏
ら
し
て
い
る
。
'

三

 
第
九
例
以
下
は
、
大
伴
家
持
と
大
伴
池
主
と
の
間
に
往
返
し
た
書
簡
で
、
執

筆
者
の
隼
齢
も
若
く
な
っ
て
い
る
。
天
平
十
七
年
（
籏
広
）
、
家
持
が
従
五
位
下

（5）



に
冠
せ
ら
れ
、
越
中
守
と
レ
て
赴
任
し
た
時
は
二
十
八
歳
。
下
役
に
橡
と
し
て

池
主
が
い
忙
つ
年
ば
不
明
で
あ
る
が
、
家
持
よ
り
や
や
年
長
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
同
族
で
、
詩
交
に
長
け
、
し
ば
し
ば
悪
事
を
往
復
し
、
歌
を
唱
和

し
た
。
第
九
例
「
柱
褒
状
」
は
、
家
持
が
赴
任
地
で
大
病
に
罹
り
、
藩
主
に
悶

々
の
情
を
訴
え
た
も
の
で
、
．
『
万
葉
集
』
に
は
題
し
て
「
悲
の
歌
二
首
」
と
あ
、

る
。
 
「
越
年
万
葉
」
と
呼
ば
れ
る
群
作
の
一
つ
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
（
九
）
耳
疾
状
（
大
伴
家
待
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
き
 
 
 
 
 
の
た
の

 
 
忽
ち
に
紐
疾
に
沈
み
、
旬
を
累
ね
て
病
苦
す
。
百
弊
を
黒
み
侍
み
て
、
し

 
 
 
 
 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ほ
 
 
 
い
た
 
や
つ

 
 
ば
ら
く
消
損
ゆ
る
を
得
た
り
。
し
か
む
由
、
身
体
望
み
観
れ
、
筋
力
怯
軟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
か
 
 
し
典

 
 
に
レ
て
、
未
だ
展
謝
に
堪
へ
ず
。
係
け
恋
ぶ
こ
と
い
よ
い
よ
深
し
。
方
今

 
 
春
の
朝
の
春
の
花
、
醸
を
春
の
苑
に
流
し
、
春
の
暮
の
春
の
鶯
、
声
を
春

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
さ
ん
 
 
そ
ア
パ

 
 
の
林
に
回
る
。
此
の
節
候
に
対
し
て
琴
と
樽
と
翫
び
つ
べ
し
。
興
に
乗
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
げ
ば
り
う
ち

 
 
感
あ
れ
ど
も
、
杖
を
策
く
労
に
耐
へ
ず
。
独
り
碓
握
の
裏
に
臥
し
て
、
．
聯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ろ
が
う

 
 
か
寸
分
の
歌
を
作
り
、
軽
し
く
机
下
に
奉
り
、
玉
鎖
を
解
か
む
こ
と
を
犯

 
 
す
。
其
の
詞
に
曰
く
。
 
（
原
直
交
ゾ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ぎ
 
 
 
た
ち
か
ら

 
 
 
春
の
花
忍
は
盛
り
に
ほ
ふ
ら
む
折
り
て
挿
頭
さ
む
手
力
も
が
も

 
 
 
鶯
の
割
き
散
ら
す
ら
む
春
の
寒
い
つ
し
か
信
と
手
折
り
て
か
ざ
さ
」
7
9

 
 
 
 
 
 
二
月
廿
九
円
 
大
伴
宿
祢
家
持

 
年
は
天
平
二
十
年
（
茜
八
）
 
で
、
赴
任
後
三
年
は
経
っ
て
い
た
が
、
新
任
地

の
気
候
・
風
土
に
な
じ
ま
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
新
任
務
の
心

労
も
加
わ
っ
て
、
大
患
に
罹
り
、
病
床
に
親
し
む
身
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

春
は
正
に
酪
で
あ
る
の
に
、
琴
も
酒
も
用
い
ら
れ
ず
、
野
に
杖
を
曳
く
こ
と
も

で
き
ず
、
貧
し
い
歌
を
作
り
、
お
笑
い
卿
に
呈
し
ま
す
。
 
 
歌
を
送
る
た
め

の
序
の
言
葉
で
、
重
点
は
歌
に
あ
る
が
、
こ
の
文
の
中
に
「
春
」
と
い
う
字
が

六
ケ
所
に
あ
り
、
そ
の
部
分
が
特
に
は
で
な
日
本
式
の
対
句
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
取
り
分
け
哀
切
の
感
あ
。
穿
つ
、
b
豫
あ
・
Q
が
、
歌
里
、
二
重
も
「
春

・
の
花
」
が
あ
っ
て
、
し
か
と
そ
れ
を
挿
頭
に
し
ょ
う
と
い
う
、
花
を
最
も
は
で

に
見
せ
る
場
面
を
想
像
し
て
あ
こ
が
れ
て
い
る
の
は
、
灰
色
に
沈
ん
だ
心
境
が

求
め
る
最
大
の
救
い
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
哀
れ
添
、
あ
る
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、
第
十
例
池
主
の
返
書
が
あ
る
。
日
附
は
三
月
二
日
。
見
舞

状
に
な
る
が
、
文
中
の
語
に
よ
り
「
斜
影
状
」
と
名
づ
け
て
み
た
。
藤
は
賎
民

の
粗
衣
、
錦
は
富
者
の
美
景
。
そ
の
解
衣
に
も
等
し
い
貴
翰
に
対
し
て
、
粗
衣

に
も
劣
る
卑
翰
を
以
て
お
返
事
・
甲
し
上
げ
ま
す
、
の
意
味
を
寓
し
て
い
る
。

文
は
四
六
交
で
は
な
い
が
、
四
六
体
を
追
っ
た
名
交
で
、
 
「
紅
桃
灼
灼
。
．
戯
蝶

廻
書
灘
。
翠
柳
依
依
。
黒
髭
隠
葉
池
。
痴
夢
載
。
」
の
調
了
で
あ
る
た
め
に

 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
レ

却
っ
て
真
情
が
十
分
に
表
わ
れ
な
い
か
の
感
が
あ
る
．
．

 
 
 
 
 
 
さ
ん
し
じ
よ
う

 
第
十
一
例
は
「
山
柿
状
」
．
、
池
主
の
見
舞
に
対
す
る
礼
状
で
、
序
の
．
書
簡
を

置
き
、
長
歌
一
首
、
短
歌
三
首
。
臣
下
は
三
月
三
日
。
文
中
、
自
分
の
歌
才
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た

謙
遜
し
て
、
 
「
幼
年
未
だ
山
柿
の
門
に
巡
ら
ず
。
．
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
名
づ

け
た
。
幼
時
よ
り
山
部
赤
人
（
も
し
く
は
山
上
前
身
。
）
や
柿
本
人
麿
の
よ
う
な

達
人
に
教
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
長
歌
を
入
れ
た
の
は
、

書
簡
の
文
面
で
は
、
表
わ
し
切
れ
な
い
深
甚
の
感
謝
を
伝
え
よ
う
と
し
た
た
め

で
、
実
用
本
位
で
も
差
支
な
い
礼
状
を
女
学
に
ま
で
高
め
た
こ
と
に
な
る
。
見

事
な
名
作
で
、
 
「
越
中
万
葉
」
申
、
書
簡
史
的
に
見
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
も

の
の
一
つ
で
あ
る
。

 
第
十
二
例
の
「
暮
春
状
」
は
、
池
主
が
家
持
の
山
柿
状
を
見
な
い
う
ち
に
出

し
た
見
舞
状
で
あ
る
。
珍
し
く
漢
詩
を
以
て
し
て
い
る
。
日
野
は
三
月
四
日
。

題
し
て
「
晩
春
遊
覧
の
詩
一
首
並
に
序
」
と
あ
る
。

（6）



 
第
＋
三
例
「
早
早
返
信
」
は
や
は
り
池
主
の
作
。
序
と
長
歌
と
偏
臥
で
一
通

の
」
状
と
し
て
い
る
の
は
、
家
梓
の
避
状
の
、
交
に
は
文
を
以
て
答
え
、
長
歌

に
は
1
5
（
歌
を
以
て
和
し
、
．
短
歌
に
は
短
歌
を
以
．
て
応
じ
た
か
ら
で
、
事
を
筍
も

し
な
い
、
礼
儀
正
し
い
行
き
方
で
あ
る
し
、
家
持
の
山
砂
の
謙
遜
に
対
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

は
、
 
「
山
柿
の
歌
泉
、
此
に
比
ぶ
る
に
蔑
き
が
如
し
。
」
 
 
山
部
赤
人
、
柿

本
人
麿
の
歌
才
も
、
貴
殿
に
較
べ
て
は
無
に
等
し
い
、
と
賞
揚
し
て
い
る
。

 
第
十
四
例
の
「
累
信
謝
状
」
は
、
十
二
・
三
例
へ
の
家
持
の
返
信
で
あ
る
。

書
簡
発
生
揚
に
お
い
て
返
信
に
つ
い
て
の
儀
礼
を
教
え
、
｛
の
か
ら
ま
り
を
見

せ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
議
、
簡
の
部
分
を
挙
げ
て
み
る
。

 
 
 
 
 
 
 
（
一
四
）
変
動
謝
状
（
大
伴
家
持
）

 
 
昨
碧
の
既
約
は
、
幸
に
晩
春
遊
寛
の
詩
を
垂
れ
、
今
朝
の
累
信
は
、
辱
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
一
て

 
 
相
招
望
野
の
歌
を
呪
ふ
。
一
た
び
玉
藻
を
看
て
梢
連
結
を
与
き
、
二
た
び

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
ぞ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
に
撫

 
 
秀
句
を
吟
じ
て
、
巳
に
愁
孟
を
嗣
く
。
此
の
眺
翫
に
あ
ら
ず
は
、
執
か
能

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
だ
や
つ
、
訣
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
が
 
 
 
 
な

 
 
く
心
を
賜
べ
む
。
倶
 
走
、
 
情
性
、
膨
り
難
く
、
円
神
黒
く
こ
と
脱
し
。

 
・
｛
み
て
 
と
 
 
 
 
ふ
で
 
 
く
き
 
 
 
す
丁
り
・

 
 
翰
を
語
り
て
毫
を
腐
し
、
研
に
対
ひ
て
渇
く
こ
t
を
忘
る
。
終
日
流
を
口

 
 
し
て
、
綴
れ
ど
も
能
は
ず
。
所
謂
女
章
は
天
骨
に
し
て
、
習
ひ
て
得
ず
。

 
 
あ
に

 
 
旦
L
字
を
探
り
、
韻
を
勒
し
て
A
雅
篇
に
叶
和
す
る
に
堪
へ
め
や
。
抑
も
躍

 
 
旦
の
小
児
に
聞
か
く
は
、
占
人
昌
．
日
に
醐
い
ず
・
と
い
ふ
こ
と
無
し
と
い
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
つ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

 
 
り
。
聯
か
瑞
詠
を
設
り
、
敬
み
て
解
朕
に
擬
す
。
如
今
言
を
温
し
、
韻
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
の
 
 
 
 
 
ち
に
レ
ド
 
 
 
ド
 
り
し

 
 
勒
し
、
．
斯
の
．
．
妊
作
の
篇
に
同
ず
る
は
、
、
補
い
石
を
将
ち
て
乎
に
間
へ
、
声
に

 
」
 
う
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
だ

 
 
唱
ひ
曲
に
遊
ぶ
に
殊
な
ら
め
や
。
．
棚
も
小
ザ
の
濫
り
に
 
．
臓
ふ
に
藩
ふ
。
敬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
も
 
 
 
 
 
 
 
 
い
な

 
 
み
て
．
．
屯
倉
に
写
し
、
式
ち
て
乱
に
擬
へ
て
日
く
、
 
（
脈
藻
文
）

 
以
下
、
漢
詩
一
首
、
、
短
款
二
神
。
終
を
「
三
目
κ
日
大
伴
宿
下
弔
辞
煽
に
臥

し
て
作
れ
る
。
」
と
結
■
ん
で
い
る
。
 
「
縁
端
」
は
紙
の
端
。
菖
簡
の
趣
意
は
、

万
奨
段
、
簡
の
圃
格
と
文
芸
性

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

にめを張推てこれ．（のろるば一墨向の筋 菱）こい漢池1

膿双三鴇！露丘隔綴嘘寒1管1厭蛤慮手鞠乞拶お
一，

M
を
握
り
て
毫
を
遺
し
」
が
あ
る
。
 
「
喩
」
は
筆
、
 
「
毫
」
は
毛
の

を
執
っ
て
も
、
詩
文
を
即
く
で
も
な
く
．
額
を
つ
け
た
ま
ま
な
の
で
、
拝

履
ら
せ
る
、
の
、
．
思
。
 
「
研
に
対
ひ
て
ゐ
く
こ
と
を
忘
る
。
」
は
、
掴
に

て
い
る
ば
か
り
で
想
も
ま
と
ま
ら
ず
、
墨
を
磨
っ
て
，
寸
寸
に
送
っ
た

い
つ
の
間
に
か
渇
い
て
し
ま
う
の
も
気
が
つ
か
な
い
、
の
意
。
続
く

流
を
目
し
て
、
綴
れ
ど
も
能
は
ず
。
」
は
難
解
と
さ
れ
て
お
り
、
例
え

田
空
穂
氏
の
悶
副
釈
』
に
も
、
 
「
流
」
は
国
司
館
か
ら
射
水
河
を
見
や

と
し
て
は
語
が
懸
り
な
い
し
、
唐
空
で
も
あ
る
。
不
明
と
す
べ
．
、
で
あ

と
あ
る
が
、
わ
た
く
更
だ
け
の
考
を
い
え
ば
、
こ
の
「
、
流
」
は
 
，
紙
」

な
い
し
誤
伝
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
理
由
は
、
す
で
に
筆
・
硯
・
噛
．
一

に
触
れ
て
い
る
か
ら
塁
の
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
）
の
三
つ
に
触

な
が
・
ら
、
木
未
の
用
途
に
触
れ
て
の
紙
を
逸
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

紙
が
加
わ
れ
ば
、
交
語
四
宝
が
揃
う
し
、
事
も
塾
っ
て
来
る
。
 
「
敬
み

に
写
し
」
に
は
紙
に
対
す
る
関
心
の
あ
る
こ
と
は
示
し
て
い
る
。
．
単
に

け
の
こ
と
で
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
は
試
み
と
し
て
㍊
説
を
主

い
。
夏
民
漱
石
の
『
坊
つ
ち
や
ん
』
の
主
人
公
が
東
京
の
お
清
に
手
紙

う
と
し
て
、
 
「
お
れ
は
、
坐
を
．
謄
っ
て
、
黛
を
し
め
．
し
て
、
巻
紙
を
睨

-
 
悠
紙
を
甘
め
て
 
 
筆
を
し
め
し
て
、
墨
を
磨
っ
て
 
-
同
．
じ
様

も
繰
返
し
た
あ
と
、
お
れ
に
は
、
と
て
も
手
．
紙
は
堺
．
口
け
な
い
と
諦
め

詩
を
謝
し
、
設
え
、
自
分
0
2
不
文
を
恥
じ
な
が
ら
も
、
漢
詩
に
対
し
て

以
て
払
7
一
る
礼
儀
は
怠
れ
な
い
の
で
、
拙
作
な
が
ら
、
紙
の
端
に
竃
、
い
て

ど
の
瀧
、
詩
ま
が
い
の
も
の
を
お
送
り
．
し
ま
す
。
．
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

文
房
L
へ
の
こ
と
が
出
て
い
る
の
が
、
わ
た
く
し
に
は
注
ロ
キ
・
・
れ
る
の
で

（7）



'

て
、
硯
の
蓋
を
し
め
て
し
ま
っ
た
。
」
と
あ
る
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。

し
た
た
め
る
場
合
の
書
簡
行
為
は
、
文
房
四
宝
と
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
家
持

が
池
主
へ
返
書
を
し
た
た
め
よ
う
と
し
た
場
合
、
明
窓
に
浄
几
を
据
え
て
、
ま

ず
紙
を
置
き
、
硯
に
水
を
入
れ
、
墨
を
、
磨
り
、
筆
を
執
り
、
さ
て
、
前
栽
に
目

を
遣
り
、
遠
く
射
水
河
の
あ
た
り
を
口
て
、
ほ
う
ど
一
と
抗
し
た
ぐ
ら
い
の
こ

と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
・
そ
れ
は
一
度
か
二
度
、
せ
い
ぜ
い
三
度
、
そ
れ
を
終

臼
眺
め
て
い
た
ん
で
は
詩
文
の
想
は
ま
と
ま
ら
な
い
。
終
日
、
紙
と
睨
め
っ
こ

を
し
て
交
を
綴
ろ
う
と
す
る
が
、
一
行
も
書
け
な
い
、
と
い
ヶ
の
が
実
景
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
．
、
こ
の
場
合
、
流
を
見
る
の
で
は
唐
突
、
に
な
る
が
、
紙
な
ら

ば
自
然
で
あ
り
、
・
ま
た
当
然
で
も
あ
る
。
字
体
か
ら
い
っ
て
も
、
楷
書
で
書
か

・
れ
た
原
本
の
字
が
磨
滅
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
り
、
正
倉
院
御
物
の
万
葉

仮
名
書
簡
の
よ
う
な
行
書
・
草
書
休
で
あ
っ
た
り
す
る
と
、
転
写
の
誤
が
絶
無

と
は
い
え
な
い
。
「
終
日
目
紙
」
 
 
何
だ
か
こ
う
い
う
文
献
が
あ
る
か
の
よ

う
な
幻
が
目
に
浮
か
ぶ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
r

 
家
持
の
こ
の
書
状
は
、
書
簡
の
返
信
に
つ
い
て
二
つ
の
こ
と
を
教
え
て
い
，

る
。
一
つ
は
、
返
事
は
必
ず
出
す
べ
惑
だ
と
い
う
こ
と
で
、
文
中
に
「
古
人
、

言
に
酬
い
ず
と
い
う
こ
と
無
し
。
」
が
う
ま
く
義
血
さ
れ
て
い
る
。
『
詩
経
』

に
「
無
徳
不
照
。
遮
 
口
禰
。
」
乏
あ
．
。
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
下
口
L
は

・
広
義
に
解
す
べ
き
で
、
言
葉
に
は
言
葉
で
答
え
、
文
に
は
文
を
復
し
、
詩
歌
に

．
は
詩
歌
を
返
し
、
書
簡
に
は
書
簡
を
以
て
応
ず
る
こ
と
に
な
る
。
書
簡
の
称
と

し
て
、
男
子
に
「
往
来
」
、
女
子
に
「
消
息
」
と
い
う
の
は
、
往
返
を
本
位
と

す
る
社
交
意
識
を
含
ん
で
お
り
、
礼
節
を
学
ぶ
国
民
性
の
反
映
が
こ
こ
に
あ

る
。
今
一
つ
は
、
返
事
即
日
主
義
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
持
・
坊
主
の
書
簡

の
日
附
は
、
二
月
二
十
九
日
・
三
月
二
日
、
∴
二
口
・
四
日
・
五
日
と
な
っ
て
い

る
。
旅
人
・
房
前
の
場
合
の
よ
う
に
、
公
用
の
使
に
依
託
す
る
時
は
、
日
鮒
は

使
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
が
、
上
代
で
は
、
書
簡
を
届
け
て
来
た
使
を
待
た

せ
て
お
い
て
返
書
を
し
た
た
め
、
そ
れ
に
持
た
せ
て
帰
す
の
で
あ
る
か
ら
、
正

に
即
時
の
返
信
で
あ
る
。
平
安
朝
末
期
に
出
た
『
明
衡
往
来
」
以
後
、
日
附
に

「
即
日
」
、
 
「
即
時
」
、
 
「
即
刻
」
、
 
「
乃
刻
」
、
 
「
廼
時
」
な
ど
と
書
く
の

も
、
こ
れ
か
ら
来
た
習
慣
で
あ
る
が
、
返
事
は
必
ず
出
す
・
べ
き
で
あ
る
が
、
そ

れ
も
折
返
し
出
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
が
教
え
て
い
る
。

 
さ
て
、
第
十
五
例
「
望
北
恋
緒
状
」
は
、
天
平
二
十
一
年
（
茜
九
）
 
三
月
、

す
で
に
任
地
の
変
わ
っ
て
い
た
池
主
が
国
府
に
近
い
深
見
の
村
ま
で
行
ぎ
、
、
、
家

持
の
住
む
北
方
を
眺
め
や
っ
て
、
思
慕
の
情
に
堪
え
ず
、
十
五
日
附
で
一
書
・

三
音
を
送
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
中
に
、
 
「
生
別
の
悲
、
そ
れ
復
読
を
か
言

 
 
 
 
 
 
 
 
い
た

は
む
。
紙
に
臨
み
て
懐
断
む
。
」
の
一
節
が
あ
る
。
前
出
「
終
日
口
紙
」
の
私

見
を
助
け
る
も
の
と
な
り
は
し
な
い
か
。
．

 
第
十
六
例
「
歌
書
簡
返
状
」
は
、
池
主
の
恋
緒
状
に
対
す
る
旅
人
の
返
書
で

あ
る
が
、
書
簡
は
伝
わ
ら
な
い
で
、
歌
四
首
が
残
っ
て
い
る
。
日
附
は
三
月
十

六
日
、
深
見
．
の
村
は
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
日
附
に
よ
っ
て
二
人
の
聞
は
一
日

の
行
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

 
第
十
七
例
は
、
大
伴
坂
．
上
郎
女
か
ら
家
持
へ
送
っ
た
「
遠
情
歌
」
二
首
。
第

十
八
例
は
家
持
の
「
直
情
返
歌
」
三
首
で
あ
る
。
坂
上
郎
女
は
旅
人
の
異
母
妹

で
、
家
持
の
叔
母
。
旅
人
の
死
後
は
家
持
の
育
て
の
親
と
も
な
り
、
長
女
の
坂

 
お
ほ
い
ら
っ
め

．
上
大
 
 
嬢
を
そ
の
妻
と
し
て
い
る
の
で
、
縁
の
深
い
叔
母
・
甥
の
関
係
で
あ
る

 
 
つ
ね
び
と

 
 
常
人
の
恋
ふ
と
い
ふ
よ
り
は
余
り
に
て
我
は
死
ぬ
べ
く
な
り
に
た
ら
ず
や

 
 
 
 
 
 
 
や
つ
こ
あ
め
ひ
と

 
 
天
ざ
か
る
鄙
の
奴
に
天
造
し
か
く
恋
ひ
す
ら
ば
生
け
る
し
る
し
あ
り

 
一
首
ず
つ
に
止
め
た
が
、
前
の
は
大
伴
坂
上
郎
女
、
遠
く
都
を
離
れ
て
越
中

（8）



の
任
地
に
寂
し
く
し
て
居
る
で
あ
ろ
う
甥
を
思
う
そ
の
歌
。
後
の
は
家
持
で
、

天
路
遙
か
に
隔
た
っ
て
い
る
辺
土
の
奴
で
あ
る
私
に
、
天
の
人
が
そ
ん
な
に
恋

ひ
し
て
下
さ
る
な
ら
ば
、
生
き
が
い
が
あ
り
ま
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
恋
人

同
志
の
恋
歌
以
上
の
誇
張
が
却
っ
て
胸
を
打
つ
。

 
第
十
九
例
「
沓
冠
戯
書
簡
ご
、
第
二
十
例
「
笠
袋
戯
書
簡
第
二
信
」
は
、
二

つ
と
も
大
伴
池
主
の
作
で
、
こ
れ
に
対
す
る
家
持
の
往
信
二
．
つ
は
、
な
ぜ
か

『
万
葉
集
』
に
は
省
か
れ
て
い
る
。
当
時
旅
行
に
は
携
え
る
も
の
で
あ
っ
た
針

と
針
袋
と
を
家
持
か
ち
贈
ら
れ
、
階
誰
を
交
え
て
心
か
ら
の
謝
礼
を
述
べ
た
返

信
形
式
の
も
の
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。

四

 
万
葉
書
簡
は
、
文
体
の
形
式
の
上
か
ら
い
え
ば
、
尺
腰
文
で
あ
る
。
尺
歴
文

だ
か
ら
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
形
は
漢
画
で

も
、
内
容
が
文
学
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
一
つ
の
風
格
で
あ
る
。
そ
の

交
学
が
、
例
え
ば
『
懐
風
藻
』
の
よ
う
な
摸
倣
文
学
で
な
く
、
日
本
人
の
日
本

文
学
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
風
格
を
親
し
く
、
高
い
も
の
と
す
る
。
万
葉
書
簡

の
執
筆
者
、
旅
人
・
憶
良
・
房
前
・
宜
・
地
主
・
家
持
、
み
な
漢
詩
文
の
教
養

の
深
い
人
々
で
あ
る
が
、
そ
の
教
養
に
誇
り
、
溺
れ
な
い
と
こ
ろ
に
も
、
文
人

・
歌
人
と
し
て
の
風
格
を
失
わ
な
い
で
い
た
。
さ
き
に
触
れ
た
万
葉
仮
名
の
国

文
書
簡
は
、
『
万
葉
集
」
と
時
期
を
同
じ
う
す
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
孤
立
し

て
い
て
相
互
影
響
は
な
く
、
そ
の
仮
名
書
簡
が
庶
民
間
の
実
用
で
あ
り
、
万
葉

書
簡
が
貴
族
・
文
人
の
間
の
、
実
用
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
超
え
て
の
風
雅
で

あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
も
、
互
に
牽
引
す
る
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
方
に
、
万
葉
仮
名
の
国
文
書
簡
が
存
在
し
、
『
万
葉
集
』
の
歌
が
万
葉
仮
名

万
葉
書
簡
の
圃
格
と
文
芸
性

で
書
か
れ
て
お
り
な
が
ら
、
な
ぜ
書
簡
が
漢
文
の
尺
腰
体
で
あ
る
か
と
い
う
点

は
、
一
考
を
誘
う
も
の
が
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ざ
え

 
思
う
に
、
上
代
の
男
子
に
は
、
漢
詩
文
の
教
養
が
い
わ
ゆ
る
「
才
」
と
し
て

必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
書
簡
も
尺
軍
体
に
拠
る
べ
き
だ
と
す
る
時
代
的

要
求
に
従
っ
た
こ
と
が
一
つ
。
彼
等
が
、
書
簡
往
返
に
社
交
意
識
を
根
と
し
た

深
い
か
し
こ
ま
り
を
感
じ
て
い
た
た
め
に
、
書
簡
礼
節
と
し
て
は
快
楽
で
書
く

の
が
相
手
を
敬
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
先
入
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
一

つ
。
漢
文
で
童
曰
く
以
上
、
範
を
本
家
の
中
国
の
拭
払
体
に
採
り
、
特
に
『
文

選
』
直
系
の
四
六
駐
備
体
に
傾
心
し
た
こ
と
が
一
つ
。
そ
う
す
る
こ
と
の
た
め

に
、
誰
も
が
、
書
簡
を
万
葉
仮
名
で
国
文
式
に
工
夫
す
る
な
ど
と
は
思
い
も
そ

め
な
か
っ
た
こ
と
が
一
つ
、
な
ど
が
数
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
彼
等
が
歌
人

で
あ
り
、
交
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
用
本
位
の
書
簡
も
そ
の
手
に
か
か

れ
ば
文
学
と
な
り
、
社
交
本
位
の
文
に
も
豊
か
な
情
味
が
籠
め
ら
れ
、
漢
文
と

し
て
の
名
文
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
多
く
が
文
学
と
し
て
の
名
文
と
い
う
現
象

を
与
え
、
そ
こ
に
、
書
簡
行
為
者
と
し
て
の
風
格
が
見
え
も
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
文
芸
性
は
、
『
万
葉
集
』
に
あ
っ
て
は
、

百
花
満
開
の
趣
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
万
葉
書
簡
の
多
く
は
、
文
・
詩
・
歌
に
わ
た
っ
て
、
大
伴
氏
を
名
乗
る
人
々

の
も
の
で
、
さ
す
が
に
名
誉
あ
る
歌
人
揃
い
の
一
門
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
と
思

わ
せ
る
名
品
が
多
か
っ
た
。
た
だ
し
、
文
か
ら
い
っ
て
最
高
の
名
文
家
は
吉
田

藁
葺
で
あ
る
。
池
主
も
名
文
家
で
は
あ
る
が
、
文
飾
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
り
、

旅
人
こ
れ
に
次
ぎ
、
家
持
は
更
に
劣
る
と
見
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
針
袋
の
戯
書
．

簡
に
つ
い
て
、
家
持
の
往
信
二
通
が
収
載
さ
れ
て
な
い
の
は
、
池
主
の
文
と
比

較
さ
れ
る
こ
と
を
揮
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
（
一
先
ず
完
結
）

（9）


